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1　は じ め に
　本学は、各研究科 ・学部が海外の大学 との間に学術交
流協定を締結 している(表1参 照)。学部設立間 もない
本学部においても、次節 に述べる経緯で平成13年度に学
術交流の場が整い、翌年度には具体的な事業に取組むこ
ととなった。 ここでは、交流協定締結までの経緯ととも
に交流事業の具体化の作業過程を述べる。 また、これら
に伴 って整備が必要であった看護学部紹介用英文パンフ
レットの作成の経緯についても併せて報告する。
2　シドニー大学 との学術交流協定の調印
　本学薬学部の四ッ柳智久教授が平成12年9月にシドニー
大学の研究者を訪問 した際に、本学 とシ ドニー大学間の
学術交流推進の話が始まった。 シドニー大学はオース ト
ラリア最古の大学で、3つ の学群からなる総合大学であ
り、同国内で最高水準の看護学部を有している。シドニー
大学の概要を表2に まとめた1)。
本学では、平成12年度当時、「1学部が1大 学との交流」
との原則があったことか ら、 シドニー大学との交流につ
いて対象は看護学部、薬学部および医学部とするが、交
流推進は看護学部が窓口となることになった。この方向
について本学部教授会において報告 ・了承がなされた2)。
　平成13年2月に、すでに本学医学部が学術交流協定を
締結 しているNew　South　Wales大学(シ ドニー市)
を医学部分子医学研究所の岡田秀親教授が訪問 した折 り
に、 シドニー大学へ足を伸ば して本学(特に看護学部)の
概要の説明をして、交流推進に関する基本的な合意を得
た。その後、平成13年3月にはシ ドニー大学側か ら交流
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の覚え書き的な素案が届けられ。それについて本学部教
授会において も審議された。席上、異論はなく、交流の
本協定作成へさらに一歩進むこととなった3)。
平成13年度に入 って、英文および和文での学術交流協
定の作成にとりかかった。9月 に最終的な英文協定案が、
また10月に和文案が完成 した。協定文案について本学部
での承認4)、全学の国際交流委員会の同意および財政負
担を受けもつ設置者(名古屋市当局)の 承認を得た後に、
学長および学部長の署名を得、本学側から署名 した協定
書をシドニー大学へ郵送 した。先方の署名を得て、協定
は平成14年3月から発効 となった。学術交流協定の写 し
を図1に 示す。
図1　 名古屋市立大学看護学部,薬 学部,医 学部とシ ドニー大学健康科学カ レッジとの間の学術交流 に関する協定書
3　名古屋市立大学看護学部紹介用英文パンフレッ ト
の作成
交流協定の締結準備 と並行する形で、平成13年6月か
ら本学部紹介用の英文パ ンフレットの作成準備にとりか
か った。作成作業は、国際交流委員(1名)と 広報委員
会か らの委員3名 の計4名 で構成するワーキンググルー
プで行 った。主な検討課題および作業を表3に まとめた。
こうして、平成13年12月に最終原稿ができあがり、平成
14年1月に印刷完成 した。完成 したパ ンフレットの一部
を図2に 示す。
4　シドニー大学との学術交流事業の遂行
平成13年度末の交流協定の発効に伴って、平成14年度
か ら看護学部 として行 うべき具体的な事業内容の検討を
始めた。平成14年4月に学部長から検討の委託を受けた
国際交流委員が英文パ ンフレット作成時のワーキンググ
ループの委員に協力を求めて、「シドニー大学 との交流
具体化小委員会」を発足させた。委員会は年度内に都合
8回開催 した。各回の協議事項を表4に まとめた。
交流協定では、教育および研究の分野における学術的な
らびに文化的交流を図ることになっている。具体的には、
表5に 記載の事業の遂行が求められている5)。
平成15年度には大学院の設置 も予定 されている。従っ
て将来的には大学院生の短期留学あるいは共同研究等へ
の発展 も期待できるが、初年度に行 う事業 としては学部
学生が短期の見学プログラムに参加する企画を中心 とし
た。それに複数の教員も同行することとした。
次節に記 した学生の意向調査結果などを参考 として、
参加学生数、研修実施時期、研修期間あるいは同行教員
の数などについて検討 ・確認の作業を進めた結果、最終
的に表6の ような企画案に至った。それについて平成14
年7月23日の教授会で審議 し、原案通 り承認された6)。
5　シ ドニー大学看護研修プログラムへの学生の
関心度調査
今回検討 している研修プログラムに対 して学生はどの
ような反応を示すか、また、彼等 は、自らの英語能力を
どのレベルと評価 しているか知 るために、表7に 示 した
内容で調査を行 った。
調査結果を以下にまとめた。
1)研修プログラムへの興味の度合いでは、70%が興
味を示 した
2)研修プログラムへの参加については、参加 したい
とする声が、28%ある一方で費用問題を取り上げる
声(60%)が 多か った。 また、研修内容 によ って考
え るとす る声が42%あった。
3)英 語、 英会 話力 はど うか との問 いに対 して は、
「ほとん ど話せ ない」(56%)、海外旅行 で困 らない」
(5.6%)、「日常 生活 が何 とか なる」(5。6%)、「英 語
で十分に コ ミュニケー シ ョンが取れ る」(0%)で あ
り、「よ く分か らない」 とす る回答 が33%見られた。
4)希 望す る研修 内容 として、病院見学(49名)、オー
ス トラ リア と日本 の看護 の違 い(16名)、参加型 の
研修(看 護体験 、医療現場 での実践な ど)(13名)、
シ ドニー大学 の学生 との交流(10名)が 上位 を占め
た。 また、 オース トラ リアの保 健医療 システム、語
学研修 との回答 もそれぞれ7名 あ った。
5)学 部が企画 している海外研修 プ ログラム全般 に対
す る意 見や希望 と して は、安 い費用(17名)、定員
を増 や して欲 しい(4名)、通訳 な どの語学面 の フォ
ロー(4名)が あ った。他 に、 ホームステイの利用
(2名)や 「他大学 の講義 に興 味が ある」、「もっと
長期 がいい」等 で あった。 な お、 「日本 の こと も分
か っていない段階 で、海外 に出かけて勉強 になるの
か」 という否定 的な意見 もあ った。
この調査結果を参考 として、平成14年度実施の シ ドニー
表4　 シドニー大学との交流具体化検討委員会の活動概要
大学看護学部での学生研修プログラムの検討を行 った。
調査結果か ら、参加希望数が多いことも考えられたので
募集枠を当初案の5名か ら8名に増員 した。また、参加
学生間に語学力の差は少ないと判断 して、選考に当たっ
ては英語力を問わないこととした。
6考 察
ここでは、本学部がシ ドニー大学と学術交流協定を結
ぶに至る経緯と具体的な交流開始に伴 って必要とされる
本学部紹介用の英文パ ンフレット作成の過程、さらに第
一回の交流事業とも言うべきシ ドニー大学看護学部学生
研修の立案経過のまとめを行った。
本学のすべての研究科 ・学部が、それぞれに交流対象
とする海外の大学と協定を結んで一定の交流成果を上げ
ている中、幸いにシドニー大学 との交流の話が出てきた。
平成11年4月に設立の本学部にとって、海外の大学との
交流事業は学部のエネルギーの分散を招 くことを心配す
る声 も一部にあった。 しか し、学部として推進の方向が
決まるとともに、医学部、薬学部の先生方の絶大な支援
を得て、 ほぼ計画通 りに学術交流協定の締結に至 った。
そして平成14年度には初めての事業として8名 の学生が
シドニー大学看護学部での研修に参加するに至っ た。長
いスパンで見るべきことであるが、当看護学部の歴史の
中でもエポックメイキングな出来事と思う。
この歴史的な協定締結であるが、実は締結のためにシ
ドニー大学へ協定書を2度 送っている。1度 目は、平成
14年1月下旬であ り、2度目は、同年3月 初旬である。
1度目は、シドニー大学から返送がないために問い合せ
たところ、郵送した文書がシドニ一大学構内で行方不明
になっていた。2度目の発送では、無事に署名入 りの協
定文が返送されてきた。
学部紹介用の英文パンフレットは、海外大学との交流
の有 無に拘わる ことな く整えてい るべ きものであ る。 今
回の交流論議 の中で、派生 的ではあ るが英文パ ンフ レッ
トが作成 された ことは、学部 に とって一応 の体裁 を整 え
る結 果 とな った。
短 期 の見学 プ ログ ラムは英語 で は"shadowing"と
表現 され る。 今回 は最初 の参加 であ るので,その内容 が
如何 な ものであるかが不 明であ った。 すでに既成 のプ ロ
グ ラムが存在す るのか、 あるいは参加者 の要望 を受 け入
れて組 み直 して くれるかなど、確認 を要 する部分 も多 々
存在 した。
学生 の意 向調査 では、海外 での研修 プ ログ ラムに対 し
て興 味があ り、参加 したい気持 ちを もつ学生が多数 ある
ことが分か った。 しか し、費用 ・英語力が ブレーキとな っ
たためか、応募者 は限 られた数 であ った。
こ こに報告 した経緯 で シ ドニー大学 との交流 は始 ま っ
た。 まだ細 いが、国際交流 の道筋 はできた。交流 の進展
によ ってそれが動脈 となる日が近 い ことを期待す る。
なお、平成14年度 に実施 した シ ドニー大学看護学部 での
本学部学生 の研修 につ いては、稿 を改 めて報告す る。
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